
日野市立日野第一中学校

GIGAスクール構想日野市研究奨励校



校内研究テーマ

個別最適化の学習指導を目指すICT教育環境づくり
～ICTを活用した「学び方、教え方、働き方」の改善～



1 個別最適な学び
～一律一斉の学びから自分に合った多様な学びと学び方へ～

(1)朝学習のモジュール化 １日10分

○「主体的に学習に取り組む態度」が育つように、自分の学力

に応じて学習内容を調整できるように、課題の提示を工夫

例 数学：AI学習ドリルに取り組み、自分の進度に応じた学習

を行う。

理科：フォームによる小テストに取り組み、チェックシー

トで自身の学習を振り返る。





1 個別最適な学び
～一律一斉の学びから自分に合った多様な学びと学び方へ～

(2)デジタルコンテンツやAIドリル等を活用した、個別最適化された

学習への改善

例 各自で調べ学習

ミライシード（AIドリル）の活用

Classroom（オンライン学習システム）の活用



ミライシード（AIドリル）



Classroom





２協働的な学び
～自分たちで考え語り合いながら生み出す学び合いと活動へ～

(1)Chromebook（クラウド環境）を活用して情報収集や協働学

習、学習成果のアウトプット等を行い、生徒の「思考力・判断

力・表現力」を育成する授業改善を図る。





３授業研究（学び方、教え方の改善）
～わくわくが広がっていく環境のデザインへ～

• ICTを活用した効果的で効率的な授業研究の方法の検討

（空き時間にオンデマンド視聴、チャットでの意見交換、その他）

• 全教員が研究授業を実施（下記の①②を意識して行う。）

①すべての教科でAIドリル（5科）や学習コンテンツを活用して

「教授」の時間を減らし個別最適化された学びへの転換を図る。

②思考力・判断力・表現力を育成するための授業改善のために、定

期考査に偏った評価を見直し、パフォーマンステストを全教科で

実施する。ICTを学びのツールに活用して、主体的・対話的で深

い学びへの転換を図る。



オンライン授業（防災訓練）の様子



生徒質問調査の結果
全国学力学習状況調査より

GIGAスクール構想の進捗状況

主体的、対話的で深い学びの実践



一中

授業でPCを使用している状況（ほぼ毎日、週３回以上が９０％以上）

⇒ ◎利用がかなり進んでいる



一中

学校でPCを使って意見交換（対話的な授業）
（ほぼ毎日、週３回以上が約６５％ 平均の約４倍）

⇒ ◎利用がかなり進んでいる



授業でPCをまとめや発表で使用（ほぼ毎日、週３回以上が平均の約３倍）

⇒ ◎利用がかなり進んでいる



PCは勉強の役に立つと思う ⇒ 〇多くの生徒が有効だと実感



話し合い活動で考えを深めたり広げたりすることができる
⇒ 〇比較的には多くの生徒が実感



今後の日野一中の方向性

調査結果では国語、数学、理科

⇒すべての教科で全国、東京都の平均正答数を上回る

基礎的な力の定着は進んでいる。

ICT機器を活用し、思考判断を伸ばしていくような
授業の模索を！


